
明石市 財務室 公共施設担当

明石市の行政改革について
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第１章
財政健全化推進計画
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3
☞ 神戸新聞（2013年6月18日）
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☞ 財政白書（資料編P283）
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☞ 財政白書（資料編P284）
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☞ 財政白書（資料編P288）



第２章
公共施設配置適正化計画
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① 施設総量を縮減する

② 機能重視へ転換する

③ 施設更新に優先順位をつける

④ 公民連携(市と民間の連携)を積極的に推進する

⑤ 施設廃止による収入は更新費用に充てる

⑥ インフラは長寿命化でより長く安全に使う

1  公共施設配置適正化計画（2014年度策定）
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2024年度までに 3％減

2044年度までに 15%減

2054年度までに 30％減

適正化によって生み出される財源を、施設の更新に活用する

●光熱水費等の維持管理経費の削減分
●施設で実施される事業にかかる事業費や人件費の削減分
●土地の売却収入
●公民連携による民間資金 など

2 計画の数値目標
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施設総量を



取組手法1 施設の有効活用

(1) 行政サービスの見直し
(2) 余剰スペースの洗い出し
(3) 施設の廃止・転用・複合化・集約化
(4) 施設の広域化

取組手法2 計画的な改修による施設の長寿命化

(1) 予防保全による長寿命化と安全性の確保
(2) 財政負担の平準化

取組手法3 効率的な管理運営

(1) 施設管理の効率化
(2) 受益者負担の適正化

3 公共施設配置適正化基本計画
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持ち物
の見直し

お金の
使い方
の見直し



5  公共施設配置適正化実行計画

取り組み方策の例

廃止･一部廃止(縮小)

転用(移転)

複合化(1つの施設を多目的に)

集約化(同じ目的の施設を集約)

民営化･地域移管

長寿命化(長く使う)

管理の効率化(一元管理･民間活用)

利用者負担の適正化

小・中学校、市営住宅、本庁舎、高齢者ふれあいの里、少年
自然の家 等 の重点施設22施設の取り組み方策を示す。
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年度 内容

2016

公共施設配置適正化実行計画(個別施設計画) 策定
施設カルテ 作成
あかねが丘学園の段階的移転完了
明石駅前南地区再開発ビル開業(市民広場・図書館・子育て支援施設・総合窓口)

2017
母子福祉施設さざなみ園の民営化
高圧電力の一括調達開始

2018
施設包括管理業務委託(132施設) 開始
大久保駅南JT工場跡地 (売却収入３１億円)
ガスの一括調達開始

2019 少年自然の家・サービスコーナーの見直しに向けた地元との意見交換開始

2020
斎場に指定管理者制度を導入
あかねが丘学園跡地 (売却収入１０億円)
少年自然の家 管理宿泊棟の利用停止(▲5千万円/年)

2021
サービスコーナーの見直し実施(10月~ 週2回開所)
公共施設配置適正化基本計画（総合管理等計画）追補版策定

2022 学校・幼稚園・保育所等の照明LED化(116施設) (▲８千万円/年)

2023 行政、消防、指定管理等施設の照明LED化(82施設) (▲９千万円/年)

2024 施設カルテ更新

12
行政改革に終わりなし．．．連綿と続く取組みが必要



１ あかねが丘学園の移転・複合化（2016年度）

生涯学習Ｃ

効果額10億円

あかねが丘学園

男女共同参画センター

異
な
る
機
能

ウィズあかし

複合化

廃止

高齢者
学習機能

施設と機能

一体運営とし指定管理

生涯学習センター

売却（10億円
/2020年度）
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持ち物
の見直し



２ 複数施設の包括管理（2018年度）

電気点検 空調点検 特定建築物点検

消防点検 日常清掃 定期清掃

日常修繕 日常修繕 日常修繕

一
括
し
て
発
注

学校、幼保、コミセン等 132施設で開始（2024年度 170施設）
第1期：2018～2024年度

学校
幼稚園
保育園

コミセン

効果額３億５千万円
（▲50,000千円/年×７年） 14

お金の使
い方の見
直し



３ 電力一括調達

新規電力事業者の参入を促し、一般競争入札による電気料金の
低廉化を図る。

①2016年度 ▲4,500千円/年（4施設）

②2017年度 ▲114,000千円/年（83施設）

③2018年度 ▲85,700千円/年（66施設）

④2019年度 ▲161,300千円/年（89施設）

⑤2020年度 ▲166,000千円/年（93施設）

⓺2021年度 ▲169,500千円/年（95施設）
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お金の使
い方の見
直し

効果額
７億円



４ ガス調達

新規ガス事業者の参入を促し、見積り合わせによるガス料金の
低廉化を図る。

①2018年度 ▲5,100千円/年（36施設）

②2019年度 ▲7,200千円/年（36施設）

③2020年度 ▲24,200千円/年（51施設）

④2021年度 ▲30,200千円/年（51施設）
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⑤2022年度 ▲32,200千円/年（51施設）

お金の使
い方の見
直し

効果額
１億円



５ 照明機器のLED化

公共施設の照明機器をLED化することで、経費節減を図る。

②2022年度
・対象 ：教育、保育施設等（117施設）
・施工費：533,000千円
・削減額：▲80,000千円/年（2023年度～）

17

お金の使
い方の見
直し

効果額
８億円

①2016年度
・対象 ：街路灯（20,000灯）
・取組み：単価契約にて道路照明を取替え
・削減額：▲60,000千円/年（2017年度～）

③2023年度
・対象 ：その他公共施設（82施設）
・施工費：383,200千円
・削減額：▲90,000千円/年（2024年度～）



５ コツコツと効率化

施設を減らす 効率化する

折を見て廃止、転用、複合化
↓

・少年自然の家の見直し
・サービスコーナーの見直し
・立体駐車場の見直し
・高齢者ふれあいの里の見直し

ムダをなくして経費削減
↓

・電力・ガス一括調達
・照明機器のLED化
・市有施設包括管理業務委託
・インフラ包括管理業務委託

地域市民の
合意が必要

市役所庁内の
合意が必要

将来の財源不足を解消するために

目立たない取り組みの効果も意外に大きい
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お金の使
い方の見
直し

持ち物
の見直し

難しい
ずごく
難しい



行政改革の取り組みは

広い視野で考えつつ

小さなことからコツコツと

ご清聴ありがとうございました
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